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生理学研究所（生理研、せいりけん）

 ヒトのからだの働きとその仕組みを研究している研究所です。

 大学の共同利用機関です。

研究所には３つのミッションがあります
 先進的な研究を行っています。

 共同利用・共同研究の拠点となっています。

 若手研究者を育成しています。

６つの領域で研究しています
 分子・細胞レベルの研究

 マウス・ラットを用いた研究

 霊長類（サル）を用いた研究

 ヒトを用いた研究

 病態モデル動物を用いた研究

 イメージング法の開発



17研究室、18センター室、機構センター

所長 1名

教授（特任・客員含む） 24名

准教授、助教、

研究員（特任含む） 約100名

技術職員（特任専門員含む） 27名

大学院生（受託大学院生含む）約40名

技術・事務支援員 約100名

総数 約290名

（常に人の出入りがあります）

職階：課長１、課長補佐１、班長１、
係長１０、主任８、係員６
（特任専門員含む）

専門分野：農学 ９名

電気・電子 ６名

生物・生命 ５名

化学 ２名

情報 ２名

その他 ３名

技術課は、研究室とは別組織になっています。

技術職員は、先端研究を行う研究室や先端研

究装置のある研究室に配属されます。

研究所内の異動があります。

技術職員の職階と専門分野



1. 研究成果促進のために、技術的支援に努める
2. 研究支援に必要な研究技術の開発に努める
3. 研究所、研究室、共同利用室、共通機器などの、

研究環境の維持整備に努める
4. 技術連携と技術教育に努める
5. 技術職員として技術力や質の向上に努める

業務
研究支援
共同研究・研究会支援
研究環境整備（共通機器管理、安全衛生）



技術職員のスキル・能力
細胞操作、遺伝子導入
動物飼育、遺伝子改変
分析機器操作
光学顕微鏡、電子顕微鏡操作
実験試料調整
電気機械工作
ソフトウェア開発
アプリケーション操作 など

研究や研究室に適応できる柔軟な適応力
理解力と問題解決能力
集団の中での調整力

これらは、日々の技術研鑽と継続的な努力で獲得します



技術課としての活動

毎週

 月曜定例ミーティング（情報共有）

年間活動

 身上調書・業務等記録書と面談（5-6月）

 機構技術研究会（6-7月）

 トレーニングコース（7月末）

 奨励研究申請（10月）

 業務報告会（11月）

 技術研究会（2月）



技術職員の日常

勤務時間：8:30-17:15

休憩時間：12:00-13:00

研究者と進める実験データ取得・まとめ

実験条件の検討

研究用機器の維持管理

研究用動物や飼育室の維持管理

研究室・施設の運営

セミナー参加

情報セキュリティ関連の業務

安全衛生関連の業務

年次有給休暇、特別休暇などを活用し、心身を整えます



生理科学実験技術トレーニングコース

 大学院生、若手研究者の教育や育成に参加します

 生理研の取り組みに沿った技術を提供します

 技術職員が、 コースを担当します

 生体アンプとバスチェンバーの作製

 研究室トレーニングコースのサポートもします



科学研究費補助金（奨励研究）

研究技術開発の研鑽を奨励しています
 研究者とは違った視点の研究（技術、条件検討など）

 平成６年より７１件採択、年平均３件弱、

生理学技術研究会の

奨励研究採択課題技術シンポジウムで報告します

奨励研究だけを業務にすることはありません。



生理学技術研究会

• 全国の大学・研究機関等の技術職員が参加する研究会を、主催します。

• 150名前後の参加者があります。

（生物学技術研究会 合同開催）



報告書の作成

会に参加後は、報告書を作成し記録を残します



研修への参加

他機関や企業などが開催する研修会に参加し、スキルや人
間性を磨きます
 東海北陸地区技術職員研修

 自然科学研究機構の各種研修

 放送大学

 語学研修

 企業技術研修

 研究会、学会

 ビジネス研修



中学生職場体験の受入れ

技術職員が、年間４，５件の受入れを対応します。研究所
で技術職員が行っている仕事を紹介しています。

 遺伝子改変動物作製室

 電子顕微鏡室

 ネットワーク管理室

 機器研究試作室

 研究室



生理学実験技術データベース

技術職員が、データベースを提供、作成、運営しています。



表彰制度
文部科学大臣表彰

 科学技術に関する研究開発、理解増進等において顕著な成果を収めた者に贈られます

 科学技術賞(研究部門) １名、研究支援賞 ０名

生理科学実験技術賞・特別賞・データベース賞
 業務報告会において優れた技術報告や研究所貢献に対して贈られます

 2007年から、毎年２、３名が受賞しています

生理学技術研究会功績賞
 生理学技術研究会において功績の認められたものに送られます



職場の安全衛生管理

技術職員が主体となって、安全衛生活動を行っています
 職場巡視

 有害物質、有害業務など事前調査、情報収集

 調査書点検

 改善

 基盤整備

 必要な資格を取得してもらいます



岡崎３研究所・事務センターの交流

基礎生物学研究所・技術課との交流昼食会

生物学技術研究会と生理学技術研究会の合同開催

技術研究会（分子研）の生物生命系分野の発表の受入れ

新任者研修（岡崎３研究所＋事務センター）

有志の会



ちょっと前に採用された技術職員
（ワークガイドブックより）



ちょっと前に採用された技術職員
（ワークガイドブックより）



生理研技術職員に求めるもの

研究者と一緒に、先端研究を推進します

さまざまな技術を身に付けて業務にあたります

数種類の技術を専門にします

大学や大学院で得られた知識をさらに深めます

研究所運営のために、雑多は業務も行います

動物を扱うことがある

技術職員が主体となり、情報セキュリティを守ります

技術職員が主体となり、安全衛生を推進します

今回、広い分野（電気、機械、化学、物理、電子・情報、農学、生

物・生命科学）で募集し、最大２名を採用予定です。
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